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凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送については ，上記学 

会事務センタ 一に書面で御問合せ 下さい。 

 
 
 
 



1.  第 28 回運営委員会報告 

  

  
  

第 28 回運営委員会は ，昭和 58 年 1 月 12 日学士会館本郷分館で 行われた。 

出席者 : 加藤淑 裕 ( 会長 ), 江口吾朗，岡田節人，岡田盤古，金谷晴夫，酒井 彦二 杉山 勉 ， 竹市 

雅俊，竹内郁夫，平本幸男，見元紀，水野丈夫，山名清隆，米田満 樹 ( 以上運営委員 ), 

椙山 正雄 ( 学術会議 ), 天野 實 CDGD 編集幹事 ), 竹内重 夫 ，八杉貞雄 ( 以上事務局 ) 

議事，報告は 下記の通り。 

1. 昭和 57 年度学会活動報告が 承認された。 57 年 12 月末日の会員数は ，通常会員 669 名，賛助 

会員 ¥m 件であ る。 

2. 57 年度決算および 58 年度暫定予算が 別表の通り承認された。 58 年度から， DGD 充実のた 

めの募金は特別会計とし ，本来の目的のために 利用することとなった。 

3. 57 年度の会計監査は 東中川 徹 ( 都立大 ), 野田善郎， ( 愛媛大 ) の両氏に委嘱することにな 

った 。 

4. 石川優 第 1f 同大会準備委員長ょ り 準備状況に関する 説明があ った ( 書面 ) 。 

5. 事務局を本年度中に 都立大学理学部生物学教室に 移転することが 会長および幹事長から 諮 

られ，承認された。 

昭和 57 年度決算 
( 一般会計の部 ) 

収 入   
支 出 

項 目 l 項 目 
DGD 充実のための 基金 1,854,938 D G D 印刷製本 賀 7.  560,000 

学 4 ム 費 2,372,861  編 集 局 経 費 2,910,000 

n c, D 売 上 げ 4,175,100  事 務 局 経 費 162,826 

ム ｜ "L     235,600  運 営 委 員会経費 314,686 

質 的 会 費 209,400  第 15 回大会講演要旨 集 696,000 

文 部 省 助 成 金 4,070,000 サーキ， ラ 一印刷費 250,000 

超 過 百 代 1,711,000  大 会 援 助 費 200 『 000 

単行本再 版 印 税 156,000  学会事務センタ 一発送 費 1,041,410 

り 禾 隷 3,206 諸 経 費 51,800 

業務委託費 867,810 

出納事務費 30.  000 

DR D 保管 料 31,200 

D G D 処 分 費 99,600 

選 挙 費 用 41,360 

選 挙 名 簿製作費 135,000 

郵便振込 手 数 料 3,345 

銀行振込 手 数 料 1,600 

予 備 費   

繰 越   391,468 

計   14,788,105     
計 
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特別会計の部 

文 入   支   

D G D 募 金   725,000     繰 越   725,000 

昭和 58 年度暫定予算 

( 一般会計の部 ) 

収 入 
  

支 出 

項 目     項 目 
繰 越 391,468  D  G  D  印刷製本質 gr600 ， 000 

学 会 費 4,736,000  編 集 局 経 費 2,9G0)000 

D G D 売 上 げ 4,210,000  事 務 局 経 費 200,000 
広 四 "   代 240,000  運営委員 会 経 費 350r000 

賛 助 会 費 150,000  第 If 日大会講演要旨 集 700 『 000 

文 部 省 助 成 金 4,070,000 ケーキュラ一印刷費 250,000 

超 過 貫 代 1,800,000  大 会 援 助 費 250,000 

単 行 本 再版印税 150,000  学会事務センタ 一発送 費 1,100 ， 000 

単 行 本 印 税 700,000 諸 経 費 60,000 

特別会計からの 借入 136,000 業務委託費 900 『 000 

Ⅰ 禾 息 3,000 出納事務費 30,000 

D G D 保 管 料 32,000 

郵 便 振 込手数料 2 『 000 

銀 行 振 込手数料 2,000 

予 備 費 150,000 

繰 越 468 

計 -   16,586,468     計 
  

16,586,468 

  

( 特別会計の部 ) 

収 入 
  支 出 

項 目 項 目 
D G D 募金繰越 136,000 

725,000                                                 589,000 

計 
  

725,000     「 
  

725,000 

ホ DGD 印刷製本質 へ 貸出し 

  

  

2.  DGD 編集についてのお 知らせ 

編集主幹 山 名 清 隆 

昨年は 23 巻 6 号， 24 巻 1 号から 5 号までの 6 冊が出版されました。 57 篇の論文と第 15 回大会の 

要旨が掲載されております。 610 頁です。 

24 巻 6 号はすでにお 手許にとどいたことでしょうし ， 25 巻 1 号もまもなく 印刷が終ります。 

昨年も沢山の 投稿をいただき ，あ りがと う ございました。 仝午も多数の 原稿をお寄せ 下さい。 

- 一 2 - 一 



  

  

  

とくに今年は ， 次のような理由から ，多くの原稿をお 待ちしております。 これまでは 1 年間に ， 

あ る巻の 6 号 と， 次の巻の 1 号から 5 号までの 6 冊が出されてきました 0 しかし来年からは ， ひ 

とつの巻の 1 号から 6 号までの 6 冊を出す計画です。 そのためには ，今年中に 25 巻 6 号まで出し 

てしまわなければなりません。 例年ょ 9 1 冊多いのです。 したがって，その 分だけ多くの 原稿が 

必要になります。 このこと何ともなって ，投稿から印刷終了までの 期間を短縮します。 さしあ た 

  次のことをします。 (1 ル ブ ユ ーア の方々に ， レ ダュ 一の期間を短くすることをお 願いしており 

ます。 どうぞご協力下さい。 (2) 印刷所に，印刷のスピードアップに 努力してもらいます ( ご 存知 

のように，最終原稿受取りの 日から 4 ヵ月以内に印刷を 終ることを目標としています。 しかし， 

現在，この目標はかならずしも 達成されていません ) 。 そのほかにも ，いくつかの 編集手続きを 

変更します。 こうして，投稿から 印刷終了までの 期間をできるだ け 短くします。 よ い論文を ，多 

数お 寄せ下さい。 

イソフォーメーシ。 ン ・サーキ，ラー 42 号 (1982 年 8 月 ) に， 「 DGD 原稿作製上の 注意」が 

掲載されております。 ご 一読下さい。 著者の時間も ，編集者の時間も 節約できますし ，郵便・ 電 

請料金の節約にもなります。 

とくに次の点にご 注意下さい。 

1) 第 1 頁をタイトルページとする 0 そこには，タイトル ，アドレス，見出し くラノ ニンバ・ 

タイトル ), キ ーヴ一ド のほかに，日本語 ( 漢字 ) で連絡先 ( 氏名，郵便番号，住所，電話番号 ) 

を記入して下さい。 最終 頁 の真教，図や 表の数 ( 例 :0 枚 [ 図 0 枚 (Figs. 0-0) コ も書き込 

んで下さい。 

2) 表や図の位置を 原稿の縁の部分に 示して下さい。 

3)  訂正ずみの校正刷りと 写真の刷取りは 編集主幹へ・ 別刷の注文書は 印刷所へお送り 下さい。 

原稿 ( 図や写真を含む ) は，特別のことがなければ ，返送の必要はあ りません。 

DGD 編集に関してご 意見， ご 注文などあ りましたら，編集主幹あ るいは編集幹事までお 知ら 

せ 下さい。 

3. 国際発生生物学会からのお 知らせ 

ISDB 会長 岡 出 師・ 人 ( 京人・ 理 ) 

第 10 回国際発生生物学会会議はロス・アンジ ，ルス (B Ⅲ more ホテル ) において 1985 年 8 月 4 

日から 9 日までの期間開催することにきまりました。 会議の準備は ， Dr. Slavkin (University 

of Southern California) を代表者とする 委員会によって 強力に進められています。 日本からの 

多数の御参； n を期待し，あ わせて日本発生生物学会の 協力を強く希望しております。 米年 6 月末 

には国際発生生物学会委員会と ，会議準備委員会の 合同の会議を 催し，大綱を 取りきめる予定で 

あ ります。 1Q85 年の会議につき 御意見，御希望があ りますれば，遠慮なく 岡田までお申出で 下さ 

Ⅰ ¥ 。 
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4. 会合のお知らせ 

岡 田 節 人 ( 京人・ 理 ・生物物理 ) 

山田コソファレ ソス " 生体修復の細胞的基礎としての 分化転換 " 

上記の会合を 1984 年 8 月 20 日から 24 日まで京都市で 開催します。 会合は原則として 招待者のみ 

の 出席によって 行ないますが ，本学会の メ ソバ一で関心のおもちの 少数の方の御参加をアレンジ 

で き ます。 御希望の方は 主催者 ( 岡田節人 ) まで御連絡下さい。 なお，約 12 名の国外，約 20 名の 

国内研究者を 招待しております。 

5. 昭和 59 年度山田科学振興財団への 研究援助候補推薦について 

山田科学振興財団の 研究援助推薦要領が 本学会に参りましたが ，昭和 59 年度から要領 ( 締切 期 

日など ) が下記のように 変更になりましたので ，御注意下さい。 

項 
目   改訂した要領   @  要 領 

推薦要領送付   
58 年 2 月   年度の始め 

推薦 書 用紙送付   58 年 9 月 同 上 
推薦受付開始用紙到着直後   用紙到着直後 

推薦締切   59 年 3 月末   ln  月末   
選考結果通知   59 年 6 月末   年度末 

援助金贈呈   59 年 6 月及び 12 月に 次年度の 6 月及び 12 分割贈呈 月 に分割贈呈 

  

学会内の推薦手続きは 次の通りです 0 

1) 推薦 書 用紙請求 :58 年 4 月～ 9 月 ( 財団 よ り用紙が送付され 次第 お 送りします ) 

2)  申請期限 :59 年 2 月末日 ( 書類を事務局あ て郵送 ) 

3)  学会内審査 :59 年 3 月中旬 

4)  財団へ推薦 :59 年 3 月下句 

推薦要領は次の 通りです。 

昭和 59 年度 

山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

]. 援助の趣旨 

本 財団は，自然科学の 基礎的分野における 重要かっ独創的な 研究に従事する 個人又はバルー 

プに対し援助します。 

一 4 一 
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4 

5 

6 

Ⅰ・ 

8 

9 

    

付 

援助の金額及び 期間 

イ ．金 額 

㈹ 1 千万円前後 2 千万円以内の 援助 

㈲ 3 百万門前後 5 百万円以内の 援助 併せて 10 数件 

p. 期 間 

1.1 年を原則とします。 研究の継続を 必要とする場合は ，毎年提出された 推薦 書 に基づき 選 

考します。 

推薦方法 

イ ． 推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の代表者 

p. 推薦件数 1 推薦者ごとに㈹ ， ㈲おのおの 1 -2 件 

ハ ． 推薦手続 推薦者は，所定の 用紙又はその 写しに必要事項を 記入し・関連主要研究報告 

のりストを添え ， 5 部 ご 送付願います。 なお関連主要研究報告のうちから 3 種 

をえらび，その 別刷もしくは 写しを 各 執友ごとに 4 部ずつ ご 送付願います。 

記載上の注意 

イ ． 黒 イソ ク で明瞭に記入して 下さい。 

". 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙で追加して 下さい。 

ハ ・ 申請書第 1 頁欄外の脚注には 記入しないで 下さい。 

ニ ・ 代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 研究機関等の 長から 本 援助の申込をすることにつ 

いての承諾を 得て下さい。 

推薦締切期日 本財団へ推薦 書 が到着する締切期日は 昭和 59 年 3 月 31 日 ( 土 ) です。 

選考方法 選考委員会において 選考の うえ ，理事会が決定します 0 

選考結果の通知 昭和 59 年 6 月末造 に 推薦者及び代表研究者等にあ てて通知します 0 

援助金の贈呈 昭和 59 年 6 月及び 12 月に分割支給 

推薦 書 送付先及び連絡先 

財団法人 山田科学振興財団 

(Yamada Science Foundation) 

〒 544  大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

目一ト 製薬株式会社内 

電話大阪 (09) 758 局 1231  p 一ト 製薬株 薬 株式会社坪田 

イ ． 援助金の使途を 変更する場合には ，予め本財団の 承諾を得て下さい。 

". 援助金から支出することのできない 経費は，文部省科学研究費の 場合に準じます。 

ハ ， 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ，研究経過，研究成果又は 会計について 報告書の 

提出又は発表を 求めます。 

ニ ． 研究成果を文書によって 発表される際には ，奉財団 ( 財団法人 山田科学振興財団， 

Yamada Science Foundation) の援助による 旨を記載し， 報 文の類いにあ ってはその別刷 
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2 部，また著書の 類いにあ ってはその 1 部をご寄贈願います。 

ホ ． ご 提出いただきました 推薦書及び添付資料は ，お 返しいたしません。 

6.  書 評 

山 名 清 隆 ( 九人， 理 ，生物 ) 

ModeIs  of  Biological  Pattern  Formatio 比 H.Meinhardt  230 頁 丑 20.00 ( Ⅱ い 7.00)  1982 年 

Academic Press, London 

生物のあ の複雑な，しかもきわめて 秩序正しい構造がどのようにしてつくられてくるのか   
これは，今日の 生物学にとって ，もっとも興味をそそられる 問題のひとつであ る。 近年， この方 

面の関心が高まり ， 「パター ン 形成」といった 言葉もあ ちこちで聞かれる よう になった。 それに 

関する出版物も 急激に増えてきた。 本書もそのひとっであ り，出版社から 寄贈されてきたので ， 

「書評」をお 目にかけます。 

この本の著者は ， 1(@ 年余りまえ， Gierer とともに側方阻害によるパターン 形成のモデルを 提唱 

し ，それを使って 多くの実験結果を 説明した ( このモデルは ，やがて， Sander や KaIthoff の実 

験結果に一致しないことが 明らかになったらしい ) 。 その後もこの 著者は，活発な 活動を続 け ，い 

くつものモデルを 出している 0 1978 年には，広範なレ ダ ， 一 を書いた (Rev. Physiol. Biochem. 

Pharmaco1. 80, 48-104)0 本書はこれを 基にしたものであ る。 

以上の経歴から 期待される よう に， この木の中でも ，沢山の数学的モデルが 紹介されている。 

そして，それらのモデルを 説明するために ，わかりやすい 図があ ちこちにみられる。 この本の主 

要 部分は ， 3 つのセクシ。 ソ からなっている。 第 1 のセクシ， ソ では，生物学的パターソを 生ず 

る メカニズムについて 述べられ，次のセクションでは ，このメカニズムがどのようにして 位置 情 

報を生ずるかが 述べられている。 そして，一般的理論と 昆虫その他の 発生が詳細に 比較されてい 

る 0 そのあ とのセクショ ソ では，サブパターソの 形成が取扱われている 0 最後は， コソピュー タ 

プロバラムを 集めた 20 頁ほどの付録のような 部分であ る。 これは，読者が 自分で シ ，，レーシ。 

ソ をやってみることができるようにと 意図されたものであ る 0 こうして，下等動物から 高等動物 

までの，そして 植物の，パター ン 形成が広く取扱われている。 とくに， ヒドラの再生， シ，ゥジ 

，ゥバェ の成虫原基や 双 脚 ，ニワトリや 両生類の肢の 両生，体節の 形成などが詳しく 述べられて 

いる。 

ひとつの例として ， シ 。 ゥジ 。 ゥバヱ の双脚に関するところを 一部分だ け 紹介する (14 章 ) 。 

この双脚の間 題 に対しては振子モデルが 適用されている ( この モヂル の説明は別にあ る ) 。 双脚 

複合体は後胸に 対する調節遺伝子で ，その活性化は A (anterior)-P (Posterior)-A 変化の「 ゲ 

一ト 」によってコソトロールされていると 仮定してあ る 0 そして「 P 一 A の変化の下で ，ひとつの 

調節遺伝子から 次の調節遺伝子へと 移っていくことは ，ひと続きの 部屋を通り抜けることに 比べ 

られる。 それらの部屋はすべてドアで 仕切られている。 夜になると CP 状態 ), 次の部屋のドア 

ヘ 行 き ，そこの べル を押す。 次の日の朝 (A 状態 ), ドアが開く。 部屋へ入ると ，ドアは 開 る。 そ 
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の次の部屋のドアに 行くには， 夜 まで待たねばならない。 したがって ， 通ってぎた部屋の 数は， 

昼 一夜のサイクルの 数に相当する。 次のタイプの 突然変異が期待できる。 

㈲ ドアがこわれたとき。 まだ夜でもないのに ，次の部屋に 入ることができる。 ・…‥突然変異 

は 優性であ る。 

(2)  ド ア の べル がこわれたとき。             

㈹ 最後のドアが 開いたままのとき。             

といった具合であ る。 

最後に， ご 参考のために 目次を掲げておきます。 

l.  Theories  as  a  nece ㏄ ary  supplement  to  expefimental  observations 

2. Some basic features of control of development 

3.@ Self@-@enhancement@(autocatatysis)@and@ long@range@ inhibition@-@a@ general@ mechanism 

of@ pattern@ formation 

4. Polar, symmetric and periodic patterns ， basic properties of an activator　（nhibitor 

system 

5.@ Polarity,@ size@ regulation@ and@ alternative@ molecular@ realization 

6.@ Almost@ a@ summary:@ hydra@ as@ a@ model@ organism 

7.@ Spatial@ sequences@ of@ structures@ under@ the@ control@ of@ a@ morphogen@ gradient 

8.@ A@ gradient@ model@ for@ early@ insect@ development 

9. Pattern formation in subfields・ of new organizing regions by coopera- 

tion@ of@ compartments 

10.@ Boundaries@ between@ differently@ determined@ cells@ control@ pattern@ formation@ in@ the 

limb of vertebrates 

11.@ The@ activation@ and@ maintenance@ of@ determined@ states 

12.@ Pattern@ formation@ by@ lateral@ activation@ of@ locally@ exclusive@ states 

13. Generation of sequences of structures by mutual induction of locally exclusive 

states 

14.@ Digits,@ segments,@ somites@:@the@ superposition@ of@ periodic@ and@ sequential@ structures 

15. Formation of net・ structures 

16.@ Summary@ and@ conclusion@:@ how@to@achieve@ the@ spatial@ organization@ of@ a@ developing 

embryo 

17.  COmPUteT  p 丘 ogFams  f0T  slmUlatlon  ・ ・ Of  Pa れ e Ⅰ n  Ⅰ。 Ⅰ matIon  ・ and  lnteTPFetatlon ・ ・ 

ァ ． 事務局より   大会英文講演要旨の 用紙について 

昨年末に大会のおせらせと 共に英文講演要旨の 用紙を配布致しましたが ，二つ折りになったた 

め写真製版では 見苦しくなるとのことですので ， 本 サーキ， ラ 一に改めて用紙を 同封致しまし 
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た 。 すでに英文要旨を 作製された方は 誠に申し訳あ りませんが，書き 直しをお願い 致したく，ま 

たこれから作製される 方は本サーキ ， ラ 一に同封の用紙をお 使い下さい。 

8.  日本学術会議第 87 回総会報告 

一 改革を巡り政府に 対して再び要望一 

日本学術会議広報委員会 

第 87 回総会は，前日の 連合部会を受けて 2 月 16 日に開催された。 議事は ， ①会長経過報告，② 

改革委員会報告及びこれに 対する質疑，③提案審議であ り，改革問題を 焦点として熱心な 討議が 

続げられた。 

両総会以後の 物故会員に黙と う をささげた後，久保会長は ，昨年 10 月の第 86 回総会以後の 経過 

報告を行い，まず ，学術会議創設以来の 34 年間の歴史を 要約し，学術会議の 多年にわたる 自主改 

革の歩み ， 特に 1981 ヰ r@ C 昭和 56 年 ) の第 12 期発足直後からの 状況を総括する 所見を述べた。 

1. 会長経過報告 

次いで，久保会長は ，昨年 10 月，学術会議が 自主的に「日本学術会議改革要綱」 ( 以下「要綱」 

という。 ) を決定して内閣総理大臣に 提出し，久保会長，安藤・ 八十島 両 副会長の選任直後の ml 月 

24 日，田辺総務長官 ( 当時 ) から「日本学術会議の 改革についての 総務長官試案」 ( 以下「試案」 

という。 ) を手交され，会長は 持ち帰って検討することを 約したこと，運営審議会での 報告と「拡 

大部長会」の 議を経て，会長が「試案」の 検討を改革委員会に 要請し，改革委員会が 検討に応じ 

て問題点を整理した 経過を報告し 了承された。 

質疑は， 「試案」の検討と「要綱」の 具体案作りとの 関係， 「試案」における 公選制否定の 論 

拠，野党に対する 執行部からの 説明の有無，運営審議会での 審議状況，最新の「科学技術立国論」 

との関連からみた 公選制と全面的推薦 制 との優劣についての 国際比較，全会員による「試案」 評 

価の必要性，など 多方面にわたった。 

2. 改革委員会報告と 質疑討論 

改革委員会報告には ，①経過報告，②同委員会の「選挙制度一般に 関する分科会」の 報告書， 

③「試案」の 理解と評価に 関する問題点の 指摘が含まれていた。 ①は会長経過報告のとおりであ 

る。 ⑫では，公選制を 排して 学 ・協会の推薦に 基づき全会員を 選出しょうとする「試案」につい 

て一般的問題点と 具体的方策を 巡る問題点を 技術的に詳しく 検討している。 ③では， 「試案」 評 

価 において， 第 Ⅰ・「要綱」を 採択した本会議の 立場からみて「試案」も 許容範囲に入り 得ると 

する意見，第二， 「要綱」 と「試案」を 調整する意見，第三，公選制をとる 意見の三種があ ると 

している 0   

質疑討論では ，本会議の論議の 結果が尊重される 保証の有無，「要綱」と「試案」の 優先順位， 

部制 ・専門別刷との 関係，羊腸・ 会 との懇談会の 状況， 5 月の総会までの 要綱具体化の 予定計画， 

政府による早急な 改正法案提出の 可能性，日本の 科学技術の展望抜きに 選出問題に深入りする 姿 

勢に対する批判，時間をかけた 改革案検討の 必要性， 「試案」にのめり 込む危険性と「要綱」の 
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重要性の強調， 「試案」と「要綱」の 比較検討の必要性，推薦制の 欠陥の指摘，許容範囲論への 

関心， 「試案」の作成の 論拠についての 説明の有無， 学 ・協会に よ る全会員推薦制を 採用すれば 

現在の学術会議とは 異質のものとなること ，公選制と推薦制を 手段 祝 することの誤り ， 「学会連 

合 会議」となる 危険性などについて ，多様な論議が 交わされた。 

3.  会長村政府要望 案 ・採択 

以上の各報告と 質疑討論を重要な 前提として，改革問題に 関する政府への 要望案が会長から 捉 

案 された。 提案を巡って 会員から，提案内容と 改革委員会報告との 矛盾の有無， 「要綱」と公選 

制の重要性の 再確認，科学者と 有権 者との異同，有権 者の権 利と意向の重視，実質的任命制の 内 

容などについて ，修正意見・ 疑問や「試案」を 評価すべ き だとする意見が 出された。 それらの 意 

見 を受けて，休憩後，会長が 修正案を提出，更に 論議が交わされ ， 「日本学術会議の 改革にっ ぃ 

て 」 ( 要望 ) が圧倒的多数で 可決された。 その全文は次のとおりであ る。 

昭和 R7 年 11 月   24 日提示の日本学術会議の 改革についての 総務長官試案 ( 以下「試案」という カ 

は ，本会議を国の 機関として存続することを 明らかにしている。 「試案」は，また 本会議の目的， 

職務遂行の独立性，権 限を現行法通りとすること 及び実質的任命 制 をとらぬこと 等を前提として 

いると理解する。 上述の諸点は ，日本学術会議改革要綱 ( 以下「要綱」とい 5 。 ) と 一致するが， 

有権 者による直接選挙を 排し，全会員を 学・協会を基礎として 推薦する点において「要綱」と 異 

なるものであ る。 

日本学術会議は ， 「要綱」に提示されている 公選制を基盤とする 選出方式が理俳的にも ，現実 

的にも最善であ ることを確認し ， 重ねて政府に 対しその理解を 強く要望する。 

他方，本会議は「試案」に 基づく推薦 側 についても検討を 重ねてぎたが ，日本学術会議改革委 

員会・選挙制度一般に 関する分科会報告書に 指摘されているとおり ，なお重要な 論点が残されて 

いる。 また改革の細目の 決定と実施の 準備のため，相当な 検討期間が必要であ ると考える。 さら 

に 有権 者， 学 ・協会の意見をも 広く聴取しなければならない。 

以上の二点を 踏まえて，本会議は 政府が今後の 法改正の取扱いについて ，いっそう慎重に 配慮 

されるよう要望する。 

この際， 「要綱」が提示している 諸改革の実現，特に 研究連絡委員会の 法制化とその 拡充，強 

化を実現することを 可能ならしめる よう 十分に配慮されたい。 

政府が，やむを 得ず早急に改正法案を 取りまとめなければならない 事情があ る場合にも，水合 

議 と十分協議を 尽くされる よう 要望する。 

以上の「要望」の 実現のため，第 87 回総会以後の 対応についての 申合せが採択され ，会長から 

決意表明があ り，重要な意味を 持った臨時総会を 終了した。 会員出席率は 87.6% であ った。 
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9. 会 員 異 動 

く 新入会員 ノ 敏 山 本 雄 国立遺伝研・ 細胞遺伝 

( ①テーマ ②材料 フ 

①奇形を誘起する 遺伝子の解析 

② Do グ luso タ醸ぬ押ク ぬ乃 0S 移 さねグ 

  

山 山 雄 二 化人・ 厚岸 臨海 ①ウニ精子卵膜ライシ ソ の生化学的研究。 細胞 

間認識 

②ウニ 

藤 谷 英 男 麻布 大 ・獣医・分子生物 ①卯の成熟，受精，初期発生における 遺伝子 発 

現の制御機構。 低 分子 核 RNA の構造と機能 

②コイ 科 魚類及びマウス 

島 田 雄 一 ( 自 )  上尾市上 1667 づ ①血球の発生における 誘導と分化 

木 戸 充 都立大・ 理 ①発生過程における DNA の構造変化， 

② Strepfo 移ク ces gniseus, S. /ra 刀彫 

深 山 昭 一 光夫・水産・ 淡水増殖 ①円口類の生殖に 関する生物学 

②カワヤツメ ，スナ サツメ ，その他硬骨 魚 ， ヱ 

ゾサソ ショウウオ 

佐 川 輝 高 愛媛大・ 医 ・共同研 ①細胞培養。 哺乳動物の初期発生 

②マウス， ゴールデンハムスタ㍉ ラット，チ 

ャイニーズハムスタコ ヒト 

  

吉 永 一 也 

安 田 恵 子 

前 野 幸 男 

並 木 秀 男 

二 木 馨 

熊本大・ 医 ・ 3 解 ①始原生殖細胞移住の 機構。 未分化生殖巣の 超 

微形態学的研究。 細胞の認識，細胞組織間相 

互作用 

②マウス，ニワトリ ， ヒト 

奈良女大大学院・ 人間 文 ①昆虫の変態におけるホルモンの 作用機構 

イヒ 研究科 ② エリサソ S は移 Ⅰぱり 移ヰ乃ヮ乙グ ici 移 $ 

北天・水産・ 増殖 ①硬骨魚類の 生殖機構について ，特にその卵黄 

形成機構と視床下部脳下垂体について 

②モツゴ Pseudorasbora ルグ ひ % 

早稲田大・教育・ 生物 ①形態形成あ るいは組織分化と 間充織の関係 

②ラット，カエル ， ウニ 

早稲田大・教育・ 生物 ① 無尾 両生類の変態 

② ウシガヱル 幼生 
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く 賛助会員入会 ノ 
  

グリーソ洋書株式会社 

く 住所変更 ノ 新 日 ｜ 雁 岡 田 書 阪大 ・細胞工学 セ ソタ 一 阪大 ・ 微研 

林 其 臼 限 大 ・ 医 ・癌研・腫瘍発生 富山医科薬科大・ 和漢薬研 晴 一 画 目 j 男 東北大・ 理 ・ 生 東大・ 理 ・ 植 

吉 田 元 信 都老人 研 ・ 生化 名犬・ 理 ・ 生 

木 村 資亜利 実験動物中央研 目黒区中目黒 4-12-1 

松風 園 コーポ 502 

  

m  申 達 也 神経生物学研究所 

京中川 徹 都立大・ 理 ・ 生 

金 田 照 夫 ， ドり 十字中央研究所 

枚方研究室細胞工学センター 

渥 美 忠 男 ガソ研 ・ウィルス腫瘍 

愛知県ガンセンター 

産業医大・匡 

省 大 ・ 理 ; 生 

来 大 ・ 理 ・生物物理 

子
生
 

礼
佳
 

ぬ
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竜
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郎
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次
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 柳 沢 桂 子， Josef  Achermann,  安 部 美那 子 ，         彦 ， 馬屋 原 宏 

山 田 妙 子， 朝 倉 英 則 ， 三 島 昇 

  

 
 

 
  
 
 
 
















